
１ 令和７年産の農産物検査結果（10月末時点）
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２ 令和８/９年の主食用米等の需給見通し

令和８/９年の需給見通しに関し、よくある質問について解説します。
令和８年産米の生産量見通しは711万トンとなっていますが、これに政府備蓄米として

買入れ予定の21万トンを加味し、７年産が豊作であったことを考慮すれば、８年産の生産
量は７年産（748万トン）に近い水準となります。

農林水産省は、11月28日に７年産米の農産物検査結果（10月末時点）を公表しました。
全国の水稲うるち玄米の検査数量は3,548.2千トン（前年同月比108.5％）で、１等米比

率は76.8％であり、前年同時期と比べ0.3ポイント低い結果でした。
各県の検査結果は以下のとおりです。

農林水産省は、10月31日に令和８/９年の主食用米等の需給見通しを策定しました。
これに関し、よくある質問について解説します。

※１ 事前契約による令和８年産備蓄米の政府買入れは21万玄米トン
を予定。これは上記「令和８年産主食用米等生産量」には含ま
れていない。

※２ 政府備蓄米の放出（全体で約59万玄米トン）に係る買戻し及び
買入れは、今後の需給状況等を見定めた上で行う。

７年産の生産量と比べ、８年産生産量の
見通しが30万トン以上少なくなっている
が、これは減産ということなのか。

（解説）
令和８/９年の主食用米等の需給見通しでは、

８年産米の生産量見通しは711万トンとなってい
ますが、これに政府備蓄米として買入れ予定の
21万トンを加味し、７年産が豊作であったこと
を考慮すれば、８年産の生産量は７年産（748万
トン）に近い水準となります。
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（解説）
令和８/９年の主食用米等の需給見通しでは、

８年産米の生産量見通しは711万トンとなってい
ますが、これには備蓄米の買入れ相当分の21万
トンが含まれておらず、加えて、７年産が豊作で
あったことを考慮すれば、８年産の生産量は７年
産（748万トン）に近い水準となります。

8年産の生産見通しは711万トンとなっていま
す。７年産の748万トンから備蓄米相当分21万
トンを差し引き、豊作分を考慮すれば、８年産は
概ね7年産と同水準になります。

（解説）
令和７年産の予想収穫量は748万トンと見通さ

れます。ここから、備蓄米相当分の21万トンを
引き、７年産が豊作であったことを考慮すると、
８年産の711万トンの見通しは、概ね７年産の生
産量に近い水準となり、一概に減産とは言えませ
ん。

8年産の生産見通しは711万トンとなっていま
す。７年産の748万トンから備蓄米相当分21万
トンを差し引き、豊作分を考慮すれば、８年産は
概ね7年産と同水準になります。

8年産の生産見通しは711万トンとなっていま
す。このほかに、備蓄米の買入れ予定の21万ト
ン、加えて、７年産が豊作（作況単収指数：
102）であったことを考慮すると、８年産は７年
産の生産量と概ね同じとなり、一概に減産とは言
えません。

（解説）
令和７年産の予想収穫量は748万トンと見通さ

れます。ここから、備蓄米相当分の21万トンを
引き、７年産が豊作であったことを考慮すると、
８年産の711万トンの見通しは、概ね７年産の生
産実態に近い水準となります。

【水稲うるち玄米検査数量】 【等級比率】
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１ 米の相対取引価格

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１ 報告対象業者は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の直接販売数量が5,000トン以上）である。

２ 価格は、出荷業者と卸売業者等との間で数量と価格が決定された主食用の相対取引契約の価格（運賃、包装代、消費税を含む１等米の価格）を加重平均したものである。
３ 価格に含む消費税は、軽減税率の対象である米穀の品代等は8％、運賃等は10％で算定している。
４ 加重平均に際しては、新潟は受渡地を東日本としているものを、富山、石川、福井は受渡地を西日本としているものを対象としている。
５ 相対取引価格は、個々の契約内容に応じて設定される大口割引等の割引などが適用された価格であり、実際の引取状況に応じて価格調整（等級及び付加価値等（栽培方法等））が行われることがある。

また、算定に当たっては、契約価格に運賃を含めない産地在姿の取引分も対象としている。
６ 報告対象産地品種銘柄ごとの年産平均価格は、当該報告対象産地品種銘柄の出回りから当該月までの相対取引数量ウエイトで加重平均により算定している（５年産は速報値）。
７ 全銘柄平均価格、報告対象産地品種銘柄ごとの前年度検査数量ウエイトで加重平均により算定している。

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１ 報告対象業者は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の直接販売数量が5,000トン以上）である。

２ 報告対象米穀は、水稲うるちもみ及び水稲うるち玄米（醸造用玄米を含む。）である。
３ 販売数量は、集荷数量のうち契約のあと実際に卸売業者等に引き取られた数量である。

←もっと詳細な情報をご覧になりたい方は農林水産省HPへ

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/mr.html

もっと北陸の情報をご覧になりたい方は北陸農政局HPへ→

https://www.maff.go.jp/hokuriku/

令和７年産は出回りから令和７年10月までの平均価格、令和６
年産及び令和５年産は出回りから翌年10月までの平均価格

北陸農政局

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１報告対象業者は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の直接販売数量が5,000トン以上）である。

２価格は、出荷業者と卸売業者等との間で数量と価格が決定された主食用の相対取引契約の価格（運賃、包装代、消費税を含む１等米の価格）を加重平均したものである。
３価格に含む消費税は、軽減税率の対象である米穀の品代等は8％、運賃等は10％で算定している。
４加重平均に際しては、新潟は受渡地を東日本としているものを、富山、石川、福井は受渡地を西日本としているものを対象としている。
５相対取引価格は、個々の契約内容に応じて設定される大口割引等の割引などが適用された価格であり、実際の引取状況に応じて価格調整（等級及び付加価値等（栽培方法等））が行われることがある。ま
た、算定に当たっては、契約価格に運賃を含めない産地在姿の取引分も対象としている。

６報告対象産地品種銘柄ごとの年産平均価格は、当該報告対象産地品種銘柄の出回りから当該月までの相対取引数量ウェイトで加重平均により算定している（６年産、７年産は速報値）。
７全銘柄平均価格は、報告対象産地品種銘柄ごとの前年産検査数量ウェイトで加重平均により算定している。
８ 政府備蓄米を含む。

２ 米の産地別販売状況（10月末現在）

３ 産地別民間在庫の推移（10月末現在）

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１水稲うるちもみ及び水稲うるち玄米（醸造用玄米を含む。）の月末在庫量（玄米換算）の値である。

２出荷段階は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の玄米仕入量が500トン以上）である。
３販売段階は、米穀の販売の事業を行う者（年間の玄米仕入量が4,000トン以上）である。
４全国欄には産地の特定が出来ない未検査米等を含んでいるため、産地の合計と一致しない。
５令和７年３月以降には、買戻し条件付きで売り渡した政府備蓄米（買戻し条件付売渡し米穀）の数量（令和７年10月末時点で0.4万トン）を含む。

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注：１報告対象業者は、全農、道県経済連、県単一農協、道県出荷団体（年間の玄米仕入数量が5,000トン以上）、出荷業者（年間の直接販売数量が5,000トン以上）である。

２報告対象米穀は、水稲うるちもみ及び水稲うるち玄米（醸造用玄米を含む。）である。
３販売数量は、集荷数量のうち契約のあと実際に卸売業者等に引き取られた数量である。
４全国欄には産地の特定が出来ない未検査米等を含んでいるため、産地の合計と一致しない。
５ 売り渡した政府備蓄米の数量を含む。
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